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6

皆さまから井手町に納めて
いただく税金

自
主
財
源（
皆
さ
ま
か
ら
の
お
金
）

義
務
的
経
費

投
資
的
経
費

そ
の
他
の
経
費

国が徴収した特定の
税目の税収を一定の
基準により町に譲与するもの

2700万円

11億 7333万円
9億 322万円

6億 9576万円

3億 720万円

6665万円 3445万円

4億 7548万円

5億 2459万円

10億 1315万円

 2億 7212万円

7億 4852万円

2億 8236万円

1億 8800万円

2億 6330万円

3億 3287万円

17億 4000万円
保全対策がされる浜・鐘付水利施設

改修される保健センター

１

2

3

4

5

6

一般会計 45億2400万円
豊かな自然と利便性・快適性とが
共存する新しいまちづくり

　 自然環境を守り育て安全で安らぎのあるまちづくり

● ハザードマップ作成業務 ７７０万円 　
● 給水タンク購入 ２４０万円 　
● 防災広場整備 ８５０万円 等

　 快適な暮らしと豊かな自然を活かしたまちづくり

● 国道24号バイパスアクセス道路整備 １０００万円 　
● 町内道路改良 ２億４７５５万円 　
● 下排水路改修 １２８９万円 等

　 活力のある産業振興と観光・交流のまちづくり

● プレミアム付き商品券発行補助 １８００万円 　
● 浜・鐘付水利施設機能保全対策 ２６０７万円 　
● 片原山林道改良 ４０００万円 等

　 あすを創造する教育や文化・スポーツをはぐくみ、
　 子ども達がのびのび育つまちづくり

● 小学校体育館空調設備検討設計業務 １８００万円 　
● 小中学校空調整備 ６５２０万円 　
● 井手町独自の子育て支援施策 ８３５５万円 等

　 いきいきと安心して暮らせる健康・福祉のまちづくり

● 井手町福祉人材確保事業補助金 ５０万円 　
● 高齢者移動支援補助 ５３１万円 　
● 保健センター改修 １３２０万円 等

　 つながりとふれあいを大切にし、みんなで取り組むまちづくり

● 井手応援隊活動拠点運営事業 ９８５万円 　
● イノベーティングチャレンジ事業 １００万円 　
● いづみ人権交流センター駐車場改良 １６００万円 等

整備される南溝児童遊園

実
現
に
向
け
た
６
つ
の
柱

ー　 　 ー2

【
特
集
】令
和
６
年
度
予
算

３
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定
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算
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Ｑ　

防
犯
カ
メ
ラ
整
備
の

目
的
と
内
容
は
。

Ａ　

目
的
と
し
て
、
犯
罪

抑
止
や
犯
罪
捜
査
等
の

証
拠
と
す
る
た
め
整
備

す
る
。
効
果
的
な
設
置

場
所
を
警
察
と
協
議
し
、

令
和
６
年
度
は
、
町
内

４
か
所
に
設
置
予
定
。

Ｑ　

井
手
町
福
祉
人
材
確

保
事
業
補
助
金
の
内
容

は
。

Ａ　

町
内
の
福
祉
サ
ー
ビ

ス
事
業
所
の
人
材
確
保

を
後
押
し
す
る
こ
と
で
、

福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
提
供

が
円
滑
に
行
わ
れ
る
よ

う
に
、
町
内
の
事
業
所

で
1
年
以
上
の
雇
用
を

条
件
に
、
資
格
取
得
等

に
必
要
な
経
費
を
補
助
。

Ｑ　

今
後
の
高
齢
者
移
動

支
援
の
考
え
は
。

Ａ　

令
和
５
年
度
に
町
社

会
福
祉
協
議
会
が
行
っ

た
実
証
運
行
を
踏
ま
え
、

令
和
６
年
度
か
ら
、
運

行
日
数
や
台
数
等
を
拡

充
し
、
本
格
運
行
さ
れ

る
経
費
を
補
助
。

Q　

現
在
宇
治
市
斎
場
の

み
が
対
象
と
な
っ
て
い

る
火
葬
場
使
用
料
の
補

助
に
つ
い
て
、
変
更
の

考
え
は
。

Ａ　

宇
治
市
斎
場
は
、
開

設
時
に
広
域
的
施
設
と

し
て
、
本
町
か
ら
の
受

入
れ
を
し
て
も
ら
う
よ

う
宇
治
市
に
要
請
し
、

当
該
施
設
の
優
先
的
利

用
を
図
る
た
め
、
補
助

対
象
を
限
定
し
て
き
た
。

　
　

し
か
し
、
利
用
者
が

増
大
し
、
限
定
の
必
要

性
が
低
下
し
た
こ
と
か

ら
、
令
和
６
年
度
よ
り

他
の
斎
場
も
補
助
対
象

と
す
る
。

Ｑ　

プ
レ
ミ
ア
ム
付
き
商

品
券
の
プ
レ
ミ
ア
ム
率

は
。

Ａ　

令
和
6
年
度
も
30
％

の
予
定
。

Ｑ　

交
流
施
設
等
利
用
促

進
事
業
の
内
容
と
は
。

Ａ　
「
テ
オ
テ
ラ
ス
い
で
」の

開
業
1
周
年
に
合
わ
せ

て
、
大
正
池
グ
リ
ー
ン

パ
ー
ク
や
井
手
町
ま
ち

づ
く
り
セ
ン
タ
ー
椿
坂

な
ど
、
各
交
流
施
設
と

連
携
し
た
イ
ベ
ン
ト
や

Ｐ
Ｒ
な
ど
を
実
施
予
定
。

Ｑ　

新
た
に
購
入
予
定
の

災
害
発
生
時
に
避
難
所

生
活
で
使
用
す
る
給
水

タ
ン
ク
の
仕
様
は
。

Ａ　

１
基
１
０
０
０
ℓ
の

組
み
立
て
式
タ
ン
ク
を

4
基
購
入
予
定
。
主
に

避
難
所
の
飲
料
水
の
提

供
に
使
用
す
る
。

Ｑ　

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
作

成
業
務
の
詳
細
は
。

Ａ　

防
災
拠
点
で
あ
る
移

転
し
た
役
場
庁
舎
等
の

位
置
や
、
水
害
と
地
震

時
に
活
用
で
き
る
最
新

の
避
難
情
報
等
を
一
冊

に
盛
り
込
ん
だ
ハ
ザ
ー

ド
マ
ッ
プ
に
更
新
す
る
。

Ｑ　

通
学
カ
バ
ン
支
給
事

業
の
内
容
は
。

Ａ　

泉
ヶ
丘
中
学
校
に
入

学
す
る
生
徒
に
、
通
学

カ
バ
ン
を
支
給
す
る
も

の
。
リ
ュ
ッ
ク
型
と
ボ

ス
ト
ン
バ
ッ
ク
型（
大
）

カ
バ
ン
か
ら
選
択
が
可

能
。

Ｑ　

泉
ヶ
丘
中
学
校
国
際

交
流
・
海
外
派
遣
事
業

の
生
徒
の
受
入
れ
時
期

は
。

Ａ　

今
年
度
は
、
9
月
26

日
（
木
）
か
ら
10
月
3

日
（
木
）
ま
で
、
８
日

間
（
７
泊
）
の
受
入
れ
。

Ｑ　

小
学
校
体
育
館
空
調

設
備
検
討
設
計
業
務
が

小
学
校
だ
け
だ
が
、
中

学
校
は
含
ま
れ
な
い
の

か
。

Ａ　

ま
ず
は
常
時
避
難

所
と
し
て
利
用
し
て
い

る
小
学
校
か
ら
実
施
し
、

順
次
取
り
組
む
。

ー　 　 ー4

予
算
特
別
委
員
会

予
算
特
別
委
員
会  

主
な
質
疑

主
な
質
疑

交流拠点となっている「テオテラスいで」

空調整備が予定されている多賀小学校

令
和
６
年
度
の
予
算
状
況
に
つ
い
て
、
新
規
事
業
の

内
容
な
ど
各
委
員
が
質
疑
を
行
い
ま
し
た
。
主
な
質

疑
は
次
の
通
り
で
す
。

【
特
集
】令
和
６
年
度
予
算

３
月
定
例
会

町
政
を
問
う

委
員
会
・
行
政
報
告

研
修
報
告

い
で
た
ん
が
聞
く

【
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】令
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６
年
度
予
算
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1

　コミュニティバスを走らせてほしいという願
いに向き合う姿勢が見えない。様々な条件がある
「ＩＤＥＣＡ」の稼働日や稼働台数を少し増やし
ただけでは、住民のニーズに応えることはできな
い。新庁舎、山吹ふれあいセンター、「テオテラス
いで」、図書館等へのアクセスは、車やバイクに乗
れない住民への配慮がない。山城多賀駅前にでき
る商業施設へ行けるコミュニティバスも必要。
　小学校の体育館への空調設備設置に向けた予算
が組まれた。熱中症から子どもを守る体育館は災害
時の避難所になる場所でもある。今後は授業だけで
なく、クラブ活動でも利用する中学校の体育館への
空調設備設置に向け早急に計画を進めるべき。
　高齢者は一般的に収入が少ない上に、年金制度
の改悪により、ほぼ年金が上がらない状態にあ
る。さらに、物価高騰により生活が苦しくなって
いる。今の介護保険制度は、真に必要な介護を社
会的に保障する制度とは言えない。

　西島町長として初めての当初予算で、選挙の公
約の「豊かな自然と利便性・快適性とが共存する
新しいまち」の実現に向けた、「６つの柱」を着実
に実施するための予算編成となっている。主な事
業では防犯カメラ整備や、ＪＲ奈良線高速化・複
線化第二期事業費補助金、イノベーティングチャ
レンジ事業、井手応援隊活動拠点運営事業、井手
町独自の手厚い子育て支援施策、高齢者移動支援
補助等、各世代に配慮した予算が計上されてい
る。
　防災・減災対策のための給水タンク購入、防災
広場整備、ハザードマップ作成業務、避難所等と
しての小学校体育館空調設備検討設計業務や妊
娠から出産、子育てにおいて、切れ目のない支援
等、高度化・多様化する住民ニーズに的確に応え、
新規事業にも積極的に取り組むための予算編成
であると高く評価する。

45億 2400万円
9億 5603万円
1億 6341万円

5541万円
7億 9110万円
9億 4298万円
1億 5250万円

364万円
30億 6507万円
75億 8907万円

3.1 ％減
0.0 ％　
14.4 ％減
10.9 ％減
48.1 ％増
3.9 ％減
10.7 ％増
20.4 ％減
6.9 ％増
0.7 ％増

　「豊かな自然と利便性・快適性とが共存する新
しいまち」の実現をめざし、６つの柱からなる基
本政策を公約とし町長に就任した。基本政策の
実現に向け、住民と一体となって歩んでまいり
たい。本町の財政は、町税等の自主財源に乏しく
地方交付税や国・府支出金などの依存財源に
頼っている。いかなる財政状況下においても、行
政の果たすべき役割は、道路・下排水路などの生
活基盤の整備・拡充や福祉の充実、住民の健康増
進、教育の充実、環境保全や防災対策の強化、商

工業の活性化や観光振興、人権啓発など、継続的
な取組を積極的に推進していくことである。ま
た、まちづくりの核となる国道24号城陽井手木
津川バイパスの早期実現、バイパスへのアクセ
ス道路の整備と宅地等の開発適地の拡大、府内
でトップレベルである子育て支援策等、ＪＲ奈
良線全線複線化による利便性の向上や企業立地
による雇用の創出等、若者が住みやすい環境づ
くりに向けた施策にも、積極的に取り組むこと
が最も重要であると考えている。

令和６年度令和６年度令和６年度令和６年度

公約実現に向けた予算編成となっている
谷 田 利 一 議員

住民のニーズに真摯に向き合っていない
谷 田 健 治 議員
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●�

井
手
町
下
水
道
事
業
の
設

置
等
に
関
す
る
条
例
制
定

の
件

　

公
共
下
水
道
事
業
に
対

し
、
公
営
企
業
会
計
を
導
入

す
る
も
の
で
す
。

●�

井
手
町
組
織
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例

　

さ
ら
な
る
防
災
・
減
災
対

策
等
の
充
実
を
図
る
た
め
、

令
和
６
年
４
月
か
ら
新
た
に

「
安
心
・
安
全
推
進
課
」
を

設
置
す
る
も
の
で
す
。

●�

井
手
町
会
計
年
度
任
用
職

員
に
対
す
る
勤
勉
手
当
の

支
給
に
伴
う
関
係
条
例
の

整
備
に
関
す
る
条
例

　

会
計
年
度
任
用
職
員
に
対

し
、
勤
勉
手
当
を
支
給
す
る

た
め
の
条
例
の
一
部
改
正
で

す
。

●�

井
手
町
介
護
保
険
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

介
護
保
険
料
の
改
定
に
伴

う
条
例
の
一
部
改
正
で
す
。

●�

井
手
町
福
祉
医
療
費
の
支

給
に
関
す
る
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例

　

京
都
府
の
福
祉
医
療
助
成

事
業
費
補
助
金
交
付
要
綱
の

改
正
に
伴
う
条
例
の
一
部
改

正
で
す
。

●
一
般
会
計
（
第
８
回
）

　

補
正
総
額
は
１
６
３
５
万

９
０
０
０
円
の
追
加
で
補
正

後
の
総
額
は
55
億
９
２
０
０

万
３
０
０
０
円
と
な
り
ま
す
。

 

主
な
内
容

◎�

住
民
税
均
等
割
の
み
課
税

世
帯
臨
時
特
別
給
付
金

�

２
５
８
８
万
１
０
０
０
円

　

12
月
１
日
を
基
準
日
と
し

て
、
令
和
５
年
度
住
民
税
所

得
割
が
課
せ
ら
れ
て
い
な
い

方
だ
け
で
構
成
さ
れ
る
世
帯

に
対
し
、
１
世
帯
あ
た
り

10
万
円
を
給
付
す
る
も
の
で

す
。

◎�

低
所
得
の
子
育
て
世
帯

　
生
活
支
援
給
付
金

�

１
０
８
３
万
１
０
０
０
円

　

12
月
１
日
を
基
準
日
と
し

て
、
令
和
５
年
度
住
民
税
均

等
割
の
非
課
税
者
の
み
で
構

成
さ
れ
る
世
帯
、
所
得
割
が

課
せ
ら
れ
て
い
な
い
方
の
み

で
構
成
さ
れ
る
世
帯
に
対
し
、

基
準
日
時
点
で
18
歳
以
下
の

児
童
一
人
に
つ
き
、
５
万
円

を
給
付
す
る
も
の
で
す
。

◎�

ふ
る
さ
と
応
援
基
金

　
積
立
金

�
２
１
０
万
４
０
０
０
円

　

ま
ち
づ
く
り
に
役
立
て
て

ほ
し
い
と
寄
附
を
い
た
だ
い

た
も
の
を
基
金
に
積
み
立
て

る
も
の
で
す
。

●
指
定
管
理
者

◎�

井
手
町
野
外
活
動

　
セ
ン
タ
ー
施
設

　

�

公
益
財
団
法
人
青
少
年

　

野
外
活
動
総
合
セ
ン
タ
ー

�

代
表
理
事　

田
口　

博
康　

氏

◎
井
手
町
共
同
浴
場

　

�

井
手
町
共
同
浴
場
管
理

　

組
合
運
営
委
員
会

�

委
員
長　

上
島　

勝
廣　

氏

●
工
事
請
負
契
約

　

�

旧
山
吹
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

解
体
工
事

�

６
９
８
３
万
２
４
０
０
円

●
人
権
擁
護
委
員

　

中
村　

 

育
子 

氏
（
再
任
）

　

田
村 

喜
代
一 

氏
（
新
任
）

　
東
五
十
川 

澄
子 

氏
（
新
任
）
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制
定
し
た
条
例

改
正
し
た
条
例

令
和
５
年
度

 

補
正
予
算

３
月
定
例
会
で
決
ま
っ
た
主
な
こ
と

３
月
定
例
会
で
決
ま
っ
た
主
な
こ
と

共同浴場のいで湯 旧山吹ふれあいセンター

▼��
住
民
税
均
等
割
の
み
課
税
世
帯
に
10
万
円
を
給
付

▼�「
安
心・安
全
推
進
課
」を
設
置

　
　

�

３
月
６
日
か
ら
22
日
ま
で
３
月
定
例
会
が
開
か
れ
、
令
和
６
年
度
の
予
算
や
新
規
条
例
な

ど
を
審
議
し
ま
し
た
。

同 

意 

案 

件

 

諮 

問 

案 

件

【
特
集
】令
和
６
年
度
予
算

３
月
定
例
会

町
政
を
問
う

委
員
会
・
行
政
報
告

研
修
報
告

い
で
た
ん
が
聞
く

３
月
定
例
会



令
和
６
年
能
登
半
島
地
震
へ
の
さ
ら
な
る
災
害
対
応

と
一
日
も
早
い
被
災
地
の
再
建
が
望
ま
れ
る
中
、
全
国

的
に
も
近
年
に
お
い
て
、
大
規
模
化
し
て
い
る
地
震
、

台
風
や
局
地
的
豪
雨
等
の
風
水
害
は
、
各
地
で
家
屋
の

倒
壊
、
河
川
の
決
壊
や
氾
濫
、
道
路
や
橋
梁
の
寸
断
や

崩
壊
、
土
砂
崩
れ
な
ど
、
甚
大
か
つ
深
刻
な
被
害
を
も

た
ら
し
て
お
り
、
地
方
自
治
体
に
お
け
る
さ
ら
な
る
防

災
・
減
災
対
策
が
喫
緊
の
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

こ
う
し
た
状
況
の
中
、
国
及
び
地
方
自
治
体
、
民
間

が
一
体
と
な
っ
て
防
災
・
減
災
、
国
土
強
靱
化
の
取
組

を
進
め
る
と
と
も
に
、
地
域
の
防
災
力
の
一
層
の
強
化

を
図
る
こ
と
が
重
要
で
あ
り
、
本
町
は
、
厳
し
い
財
政

状
況
の
中
、
防
災
・
減
災
対
策
を
着
実
に
進
め
よ
う
と

し
て
い
る
が
、
必
要
と
な
る
財
源
の
確
保
と
い
う
大
き

な
課
題
に
直
面
し
て
い
る
。

緊
急
防
災
・
減
災
事
業
債
は
、
地
方
債
の
充
当
率
が

１
０
０
％
、
そ
の
う
ち
の
元
利
償
還
金
の
７
０
％
が
地

方
交
付
税
措
置
と
さ
れ
て
お
り
、
地
方
自
治
体
に
と
っ

て
極
め
て
重
要
な
財
源
で
あ
る
が
、
緊
急
防
災
・
減
災

事
業
債
は
令
和
７
年
度
ま
で
の
時
限
措
置
で
あ
り
、
防

災
・
減
災
対
策
を
着
実
に
進
め
る
上
で
、
各
地
方
自
治

体
の
大
き
な
懸
念
材
料
と
な
っ
て
い
る
。

よ
っ
て
国
に
お
か
れ
て
は
、
次
の
事
項
に
つ
い
て
所

要
の
措
置
を
講
じ
ら
れ
る
よ
う
強
く
要
望
す
る
。

⒈�　

緊
急
防
災
・
減
災
事
業
債
は
、
令
和
７
年
度
ま
で

の
時
限
措
置
と
さ
れ
て
い
る
が
、
地
方
自
治
体
に

と
っ
て
極
め
て
重
要
な
財
源
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
令

和
８
年
度
以
降
も
継
続
す
る
と
と
も
に
、
安
定
的
な

制
度
運
用
を
図
る
た
め
、
恒
久
的
な
制
度
と
す
る
こ

と
。

⒉�　

地
域
の
実
情
に
応
じ
て
、
起
債
対
象
事
業
の
更
な

る
拡
大
及
び
要
件
緩
和
並
び
に
交
付
税
措
置
率
の
引

上
げ
に
よ
る
財
源
措
置
の
強
化
な
ど
、
一
層
の
制
度

拡
充
を
図
る
こ
と
。

町
組
織
条
例
の
改
正
に
伴
い
、
常
任
委
員
会
の
所
管
に

つ
い
て
も
、
変
更
が
あ
り
ま
し
た
。

内
容
と
し
て
は
、「
総
務
文
教
常
任
委
員
会
」
の
所
管

で
あ
る
「
総
務
課
、
企
画
財
政
課
、
税
務
課
、
会
計
課
及

び
教
育
委
員
会
の
所
管
に
属
す
る
事
項
並
び
に
他
の
常
任

委
員
会
の
所
管
に
属
し
な
い
事
項
」
に
、
今
回
新
た
に
創

設
さ
れ
た
「
安
心
・
安
全
推
進
課
」
が
加
わ
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

「
安
心
・
安
全
推
進
課
」
の
具
体
的
な
業
務
内
容
は
？

「
安
心
・
安
全
推
進
課
」
で
は
、
主
と
し
て
、
防
災
・

減
災
対
策
及
び
消
防
な
ど
の
危
機
管
理
を
は
じ
め
、
防
犯

や
交
通
安
全
対
策
な
ど
、
地
域
の
安
心
・
安
全
に
関
す
る

業
務
を
所
管
し
ま
す
。

緊
急
防
災・減
災
事
業
債
の
期
間
延
長
及
び
一
層
の
充
実
を
求
め
る
意
見
書

井
手
町
議
会
委
員
会
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
制
定
の
件

全
員
賛
成
で
可
決

全
員
賛
成
で
可
決

�

提
出
者　

鎌　

田　

隆　

宏　

議
員　
　
賛
成
者　

脇　

本　

尚　

憲　

議
員

�

議
会
運
営
委
員
長　

木　

村　

武　

壽

発　
　

委

意 

見 

書
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【
特
集
】令
和
６
年
度
予
算

３
月
定
例
会

町
政
を
問
う

委
員
会
・
行
政
報
告

研
修
報
告

い
で
た
ん
が
聞
く

３
月
定
例
会



令和６年６月定例会の　
日程はホームページ等で
ご確認ください。

◆ 学校施設等における老朽化対策

◆ 5歳児健診の導入

（14P）岡 田  久 雄
おか だ ひさ お

（10P）

◆ JR山城多賀駅前公衆トイレ

◆ 難聴高齢者への支援

◆ 災害に強いまちづくり

谷 田  健 治
たに だ け ん じ

（16P）

◆ 図書館運営事業

◆ 住民の健康づくり

田 中  保 美
た なか や す み

（17P）

◆ 山城多賀駅前商業施設開業に
　 伴う「IDECA」の今後の運用

木 村  健 太
き むら け ん た

（15P）

◆ 減災対策に向けた耐震診断・
　 耐震改修の取組

◆ 避難所生活を想定した防災
　 訓練の実施

脇 本  尚 憲
わき もと たか のり

（12P）

◆ 旧庁舎の今後の活用方針

木 村  武 壽
き むら たけ ひさ

（11P）

◆ 井手地区共同墓地に通じる
　 道路整備

◆ 岡田池の管理

小 割  直 彦
こ わり な お ひこ

（13P）

◆ 同報系防災行政無線

◆ 災害時の協定

鎌 田  隆 宏
かま だ たか ひ ろ
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令和6年3月定例会　議案・議決結果一覧表
審議結果等は次の通りです。（〇＝賛成　×＝反対　―＝欠席または退席）　＊奥田俊夫議長は、採決に加わっておりません。

議案番号 件　　　　名 議決年月日 議決の結果

議　　員　　名
木
村
健
太

谷
田
健
治

鎌
田
隆
宏

小
割
直
彦

田
中
保
美

脇
本
尚
憲

谷
田
利
一

岡
田
久
雄

木
村
武
壽

議案第1号 井手町下水道事業の設置等に関する条例
制定の件

令和6年
� 3月22日 原案可決 ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第2号 井手町組織条例の一部を改正する条例制
定の件

令和6年
� 3月6日 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第3号 井手町監査委員条例等の一部を改正する
条例制定の件

令和6年
� 3月6日 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第4号
井手町会計年度任用職員に対する勤勉手
当の支給に伴う関係条例の整備に関する
条例制定の件

令和6年
� 3月6日 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第5号 井手町福祉医療費の支給に関する条例の
一部を改正する条例制定の件

令和6年
� 3月8日 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第6号 井手町介護保険条例の一部を改正する条
例制定の件

令和6年
� 3月8日 原案可決 ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第7号
介護保険法に基づく指定地域密着型サー
ビスの事業の人員等の基準に関する条例
の一部を改正する条例制定の件

令和6年
� 3月8日 原案可決 ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第8号
介護保険法に基づく指定地域密着型介護
予防サービスの事業の人員等の基準に関
する条例の一部を改正する条例制定の件

令和6年
� 3月8日 原案可決 ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第9号
介護保険法に基づく指定居宅介護支援等
の事業の人員等の基準に関する条例の一
部を改正する条例制定の件

令和6年
� 3月8日 原案可決 ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第10号
介護保険法に基づく指定介護予防支援等
の事業の人員等の基準に関する条例の一
部を改正する条例制定の件

令和6年
� 3月8日 原案可決 ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第11号 井手町水道事業給水条例の一部を改正す
る条例制定の件

令和6年
� 3月8日 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第12号 井手町消防団員等公務災害補償条例の一
部を改正する条例制定の件

令和6年
� 3月8日 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第13号 城南衛生管理組合規約の変更について 令和6年
� 3月6日 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第14号 指定管理者選任につき同意を求める件 令和6年
� 3月6日 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第15号 指定管理者選任につき同意を求める件 令和6年
� 3月6日 原案可決 ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第16号 令和５年度井手町一般会計補正予算（第８回） 令和6年
� 3月6日 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第17号 令和５年度井手町多賀地区簡易水道事業
特別会計補正予算（第４回）

令和6年
� 3月6日 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第18号 令和５年度井手町介護保険特別会計補正
予算（第３回）

令和6年
� 3月6日 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第19号 令和５年度井手町公共下水道事業特別会
計補正予算（第４回）

令和6年
� 3月6日 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第20号 令和６年度井手町一般会計予算 令和6年
� 3月22日 原案可決 ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第21号 令和６年度井手町国民健康保険特別会計予算 令和6年
� 3月22日 原案可決 ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第22号 令和６年度井手町水道事業会計予算 令和6年
� 3月22日 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第23号 令和６年度井手町多賀地区簡易水道事業
特別会計予算

令和6年
� 3月22日 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第24号 令和６年度井手町後期高齢者医療特別会計予算 令和6年
� 3月22日 原案可決 ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第25号 令和６年度井手町介護保険特別会計予算 令和6年
� 3月22日 原案可決 ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第26号 令和６年度井手町下水道事業会計予算 令和6年
� 3月22日 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第27号 令和６年度井手町多賀財産区特別会計予算 令和6年
� 3月22日 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第28号 工事請負契約について同意を求める件
（旧井手町山吹ふれあいセンター解体工事）

令和6年
� 3月6日 同意 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

諮問第1号 人権擁護委員の推薦につき意見を求める件 令和6年
� 3月6日 意見なし ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

発委第1号 井手町議会委員会条例の一部を改正する条
例制定の件

令和6年
� 3月22日 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

発議第1号 緊急防災・減災事業費の期間延長及び一層
の充実を求める意見書

令和6年
� 3月22日 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
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令和６年６月定例会の　
日程はホームページ等で
ご確認ください。

◆ 学校施設等における老朽化対策

◆ 5歳児健診の導入

（14P）岡 田  久 雄
おか だ ひさ お

（10P）

◆ JR山城多賀駅前公衆トイレ

◆ 難聴高齢者への支援

◆ 災害に強いまちづくり

谷 田  健 治
たに だ け ん じ

（16P）

◆ 図書館運営事業

◆ 住民の健康づくり

田 中  保 美
た なか や す み

（17P）

◆ 山城多賀駅前商業施設開業に
　 伴う「IDECA」の今後の運用

木 村  健 太
き むら け ん た

（15P）

◆ 減災対策に向けた耐震診断・
　 耐震改修の取組

◆ 避難所生活を想定した防災
　 訓練の実施

脇 本  尚 憲
わき もと たか のり

（12P）

◆ 旧庁舎の今後の活用方針

木 村  武 壽
き むら たけ ひさ

（11P）

◆ 井手地区共同墓地に通じる
　 道路整備

◆ 岡田池の管理

小 割  直 彦
こ わり な お ひこ

（13P）

◆ 同報系防災行政無線

◆ 災害時の協定

鎌 田  隆 宏
かま だ たか ひ ろ
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和
式
ト
イ
レ
を
洋
式

ト
イ
レ
に
改
修
す
る
考
え

は
。

　

身
障
者
用
ト
イ
レ
が

洋
式
ト
イ
レ
に
な
っ
て
い

る
こ
と
や
他
事
例
で
和
式

ト
イ
レ
を
求
め
る
声
も
あ

る
こ
と
か
ら
現
時
点
で
は

考
え
て
い
な
い
。

　

照
明
が
暗
く
、
天
井

に
は
し
み
が
広
が
っ
て
お

り
、
ま
た
ト
イ
レ
表
示
の

マ
ー
ク
や
案
内
板
が
消
え

て
い
る
が
改
善
す
る
考
え

は
。

　

全
体
的
に
老
朽
化
し

て
き
て
い
る
も
の
の
、
必

要
な
修
繕
を
実
施
し
て
い

る
。
今
後
も
状
況
等
の
把

握
に
努
め
な
が
ら
適
切
に

維
持
管
理
し
て
い
く
。

　

ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー

パ
ー
や
生
理
用
品
の
設
置

の
考
え
は
。

　

ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー

谷た
に

　
田だ

　
健け

ん

　
治じ  

議
員

パ
ー
は
既
に
設
置
し
て
お

り
、
不
足
分
は
清
掃
時
に

補
充
し
て
い
る
。
生
理
用

品
に
つ
い
て
は
、
衛
生
面

か
ら
も
設
置
す
る
こ
と
は

考
え
て
い
な
い
。

　

加
齢
性
難
聴
と
生
活

の
質
や
安
全
に
つ
い
て
、

本
町
の
考
え
は
。

　

聴
力
測
定
も
併
せ
て

行
っ
て
い
る
「
耳
の
こ
と

な
ん
で
も
相
談
会
」
な
ど

　

国
が
策
定
し
た
認
知

症
施
策
の
中
で
も
、
難
聴

は
認
知
症
の
危
険
因
子
の

一
つ
と
さ
れ
て
い
る
。

　

本
町
の
聴
覚
障
が
い

者
は
何
人
か
。

　

令
和
6
年
1
月
末
時

点
で
33
人
。

　

補
聴
器
助
成
の
人
数

は
。

　

令
和
6
年
1
月
末
時

点
で
6
名
。

　

高
齢
者
保
健
福
祉
計

を
活
用
し
、
定
期
的
に
聴

力
を
確
認
す
る
こ
と
が
重

要
と
考
え
る
。

　

加
齢
性
難
聴
と
認
知

症
の
関
係
に
つ
い
て
の
考

え
は
。

画
策
定
に
か
か
わ
る
ア
ン

ケ
ー
ト
に
「
補
聴
器
の
有

無
」
等
の
設
問
を
追
加
す

る
考
え
は
。

　

補
聴
器
の
有
無
等
を

把
握
す
る
こ
と
を
目
的
と

し
た
設
問
を
追
加
す
る
こ

と
は
考
え
て
い
な
い
。

　

補
聴
器
購
入
補
助
制

度
を
創
設
す
る
考
え
は
。

　

公
費
助
成
に
関
し
て

は
国
レ
ベ
ル
で
の
支
援
が

必
要
と
考
え
て
お
り
、
町

独
自
の
実
施
は
考
え
て
い

な
い
。
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山
城
多
賀
駅
前
公
衆
ト
イ
レ
の

�

改
修
予
定
は

補
聴
器
購
入
補
助
制
度

�

創
設
の
考
え
は

大
き
な
問
題
な
く
利
用
し
て

�

い
た
だ
い
て
い
る
と
考
え
て
い
る

柳
原
建
設
課
長

適切な維持管理が求められる駅公衆トイレ

難聴用補聴器

町
単
独
で
の
実
施
は

�
考
え
て
い
な
い

坂
井
高
齢
福
祉
課
長
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